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はじめに 

わが国の湖沼では様々な水質問題が発生しているが、残念ながらその解決を図る過程では湖沼

の流動と水質の関係を十分に把握しないまま議論がなされてきた。 

そこで、湖水の入れ替わり、密度層の形成や変化などの湖沼の流動現象を十分に把握した上で

水質の問題を議論していかないと問題現象を解決できないという考えに基づき、官学共同の「湖

沼技術研究会（座長 福岡捷二 広島大学大学院教授：当時）」が平成 11年度に発足した。 

 

本書は、「湖沼技術研究会」のメンバーにより、これまで実施してきた我が国の代表的な湖沼に

おける水理・水質現象に関する調査研究成果をとりまとめるとともに、湖沼の水理・水質現象と

その影響及び湖沼の水理・水質調査技術の紹介を行い、今後の調査・研究と総合的な湖沼管理の

あり方について提言したものである。 

なお、湖沼技術研究会では、湖沼管理にあたっては湖沼の流動機構を的確に把握することが重

要という考えのもと、平成 15年 3月に「湖沼管理のための流動機構調査 －より高度な湖沼管理

に資するための調査にむけて－」をとりまとめた。同書の研究成果を該当する各章に活用しなが

ら、本書は構成されている。 

湖沼管理に現場で携わる人にも興味と関心を持っていただくために第 1章で湖沼の流動現象と

水質等への影響について概説した。 

現在、湖沼の水理・水質機構の調査方法を一括してとりまとめた書籍がなく、河川砂防技術基

準（案）でも触れられていないところが多いため、第 2章では湖沼水理・水質機構の調査研究に

おける計測方法の概要を示し、どのような現象を捉えるときにどのような方法があるのかを例示

するとともに、最新の技術についても整理している。 

湖沼の水質管理において、流入負荷量の的確な把握と底質の影響把握が重要課題と捉え、それ

ぞれ「流入負荷量ワーキング」、「底質ワーキング」を設立し、詳細な検討を行った。流入負荷量

及び底質の把握手法について、第 3章で述べている。 

第 4章は、湖沼の水理・水質解析に数値シミュレーションを活用する際の留意点や数値シミュ

レーション選定の考え方を、代表的な湖沼の事例を紹介しながら整理している。 

第 5章では、湖沼水質の保全・改善対策の計画について述べている。あわせて、代表的な湖沼

でとられている湖内水質の保全対策事例を紹介した。 

第 6章は水理・水質特性に関するこれまでの調査研究成果（河川管理者による成果や既発表論

文等）の主なものを、網走湖、小川原湖、霞ヶ浦、琵琶湖及び中海・宍道湖について、湖沼別に

とりまとめて整理している。個々の論文には、調査研究目的、調査方法、調査結果、考察等が記

載されているため、関連性のある論文を読むことで水理・水質調査の組み立て方、計測技術やシ

ミュレーションモデルの適用方法などについて理解を深め、今後の水理・水質機構に関する調査

研究に応用することができる。なお、第 6章で紹介する調査研究成果は、湖沼技術研究会での成



果発表時点または論文の発表時点のものである。 

第 6章はわが国の代表的な湖沼の水理・水質特性の実態について理解を深めるためだけでなく、

今後の流動機構の調査研究に携わる研究者、技術者に調査研究目的の起案、水理・水質調査技術

の選定などにおいて役立つと考えている。 

本書が、湖沼管理に携わる実務担当者、建設コンサルタント及び湖沼を調査研究フィールドと

する研究者などの知識、知見の一助となれば幸いである。 
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第1回(H11.10.7～8) ・設立趣旨
・網走湖及び各湖沼の概要について
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■水質面における湖沼管理のあるべき方向（基本方針）について
■水質問題に関するレビューと水質問題に
　応じた観測方法、解析方法について（現地視察含む）

網走湖について（事務所発表）
　■水質面における湖沼管理のあるべき方向（基本方針）について
　■水質問題に関するレビューと水質問題に
　　応じた観測方法、解析方法について（現地視察含む）

【ワーキングの中間報告】
【技術資料に関する協議】
　・湖沼管理についての討議
　　　■技術資料：基本方針編 「（仮称）湖沼管理のあり方」について

　・技術資料の構成と各章の概要

水質面における湖沼管理の基本方針について

Ｈ
1
6
年
度

Ｈ
１
1
年
度

Ｈ
１
７
年
度

【湖沼管理における流域情報の把握と流域対策のあり方について①】
　・各事務所で把握している流域情報の現状について紹介（各事務所において資料作成、研究会時に発表）
　・湖沼管理者としての流域の情報把握に関する課題点の抽出、流域情報の活用方法(利用目的）に関する協議
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【技術資料作成方針について】
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平成15年3月：技術資料「湖沼管理のための流動機構調査」作成　→　全国の地整・局、都道府県河川部局、河川系財団法人に配布（約300部）

・水質調査と解析について
・今後の技術検討会について
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度 ・各湖沼の水質問題の概要

・各湖沼の主な調査・解析
・今後の研究会の進め方

第12回(H16.3.9)

各湖沼の水質問題および水質調査技術、解析
技術の紹介と管理における基本方針について
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【技術資料に関する協議】
　・技術資料（案）について
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